
・平均寿命が県下下位、高齢化が急速に進展、
医療費が高齢者ほど高い、糖尿病など生活習
慣病患者が多い、とくに人工透析患者が県平均
より多い、などの健康課題を抱えている。

・各課の事業や施設、計画、関係団体等の資源
などの連携が十分ではない。

概
要
･体
制

・市長公約を機に企画部内に「いきいき元気推進担当」（現在は健康推進課内）を設置。
市長インタビューや職員81人によるミーティングを実施した上、職員42人による横断的な

「いきいき元気推進委員会」を組織。各課の事業や計画等を横串にした「健康・生きがい
連携推進プラン」を策定。各課へのレクチャーを介し、連携の意義を伝えた。ウォーキン
グペース体感ゾーンのある公園の整備、産業振興ビジョンへの健康経営の考え方の追
加、企業との協働等を実現できた。懸案だった平均寿命や医療費などに改善が見られた。

効
果
･成
果

・健康寿命は、男性78.55歳、女性82.77歳（平成24年度）から、男性79.78歳、女性83.13歳
（29年度）に改善。健康づくりの取り組みをしている人の割合は、49.9％から57.2％へ改善。
・施設や環境が健康づくりに取り組みやすいと感じる人の割合は59.6％から65.2％へ改善。
・平均寿命は、男性78.4歳、女性85.4歳（17年）から男性81.1歳、女性86.8歳（27年）へ改善。
・1人当たり国保医療費の県内順位は29位（約27万円）から20位（約32万円）へ改善。人工
透析10万対患者数も20.7人（県平均19.8人）から22.9人（県平均23.4人）と県平均より低減。

いきいき元気推進事業
東海市しあわせ村（保健福祉センター）健康推進課

ポ
イ
ン
ト

●市長公約を好機とした、●ほぼ全課の事
業や計画、資源を把握、●横串を指す横断
的な計画を策定、●市の健康課題とともに、
健康の概念や環境整備の重要性、ヘルスプ
ロモーションの考え方を伝授、●部局を俯瞰
できる部長級保健師の存在

東海市では、「いきいき元気推進事業」を市長3期目の公約としてスタート。企画部に「いきいき元気推進担当」を置き、各課の事業等を把握するととも

に、横断的な「いきいき元気推進委員会」を発足。市の健康課題や健康の概念を伝え、議論を重ね、健康増進計画とは別に横串の「健康・生きがい連携
推進プラン」を策定。健康応援ステーション等の環境整備や、トマトde健康プロジェクトといった活動を展開し、健康寿命延伸などの成果を上げている。

背
景
･課
題

保健センターの連携機能・役割

・統括保健師（当時、課長級）が、健康・生きがいづ
くり重視の市長公約にもとづき、「いきいき元気推
進担当」担当者となった。

・平均寿命や特定健診受診率等のデータにもとづく
市の健康課題の抽出の作業やその説明、健康概
念、健康と環境整備等の関係などのレクチャーをい
きいき元気推進担当者と保健師などが行い、「なぜ
健康のために連携が必要か？」との他課職員から
の疑問に繰り返し答えることにより、ヘルスプロ
モーション的な考え方を広く伝えることができた。

・各課へのヒアリングにより、活用できる資源等を
把握し、具体的な活用のアイデアを提案した。
・トマトde健康プロジェクトで、企業城下町の社会資

源であるカゴメ株式会社と連携したことなどにより、
イベント等への若い層の参加が増加。「いきいき元
気メニュー」を提供する「とまと記念館」の運営は、
高齢者の生きがいづくりにも寄与している。



根拠を
集める

・自治体経営
効率の面から
連携が課題と
なっていた。

・市長公約で、地域活力を
維持増進させるためにも、
健康と生きがいをもって暮
らせる地域の形成、生活環
境の整備が必要とされた。

・健康分野だけでなく、都市
基盤、生涯学習、スポーツ
等の多分野の連携、社会
資源の活用の指示が出た。

・平均寿命が県下下位、
高齢化が急速に進展、
医療費が高齢者ほど
高い、糖尿病など生活
習慣病患者が多い。

協議組織をつくる 評価・フィードバックする

・健康づくりの取り組みをしている人
の割合は49.9％（24年度）から
57.2％（29年度）へ、施設や環境が

健康づくりに取り組みやすいと感じ
ている人の割合は59.6％から65.2％
へ、1人当たり国保医療費県内順位
は29位から20位へそれぞれ改善。
人工透析10万対患者数は20.7人
（県平均19.8人）から22.9人（23.4人）
と県平均より減少。

・「地域活力の維持・増進のためにも健康でいきいきとした地域社会の形成、生きがいをもって暮らせる生活環境の整備が必要」
という市長公約が契機となった。

・ミーティング参加者を中心に職員42人に
よる「いきいき元気推進委員会」を発足。

・各課の事業や計画、施設、市民活動等
を含む社会資源を連携する仕組みをつく
り、推進する「５つの基本項目」を整理。

・そして、「委員会」が各課に市の健康課
題と方針を説明。議論を重ね、メルマガで
も共有して平成22年に横串の「健康・生
きがい推進連携プラン」を策定した。

人材育成の意識

俯瞰的立場の職員の存在

仲間を
つくる

位置に
ついて
ヨーイ

・職員ミーティングや健康概念等を検討するグループワークで意識を統一した「委員会」メンバーによる「健康・生きがい推進連携
プラン」の説明の機会などを活かし、健康課題の改善に資する環境整備に関する理解を促進した。

・当初、各課は健康のための連携に懐疑的だったが、委員会コアメンバーで健康概念等のグ
ループワークを重ね、意識統一した上でレクチャーしたことで、「納得し、その気になった」と言
う。課長等とともに、議員にも説明できたため、考え方がヘルスプロモーション的になった。

・健診結果をもとに運動応援メニューを提供し、運動指導が受けられる「運動ステーション」、
いきいき元気メニューを提供する「食生活ステーション」等を設置し、健康づくりの環境を整備。
・また、若い層のカバー率を上げる企業等との関わりのため、産業部門との連携も強化した。

・市長から、一から
考えるよう指示。
・そこで、市長インタ
ビューや職員81人
によるミーティング
を実施。各課の事
業、施設、計画等を
共有し、考え方を整
理した。

風をつかむ

育てる、促す

いきいき元気推進事業
東海市しあわせ村（保健福祉センター）健康推進課（連携体制構築に向けたプロセス）
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